
(57)【要約】

【課題】菌を胃液や胆汁から保護し、腸内へ菌を供給す

る、耐化学剤性のための菌封入物を提供する。

【解決手段】凝固剤で固められた固体の中に菌を分散さ

せたことを特徴とする耐化学剤性を有する菌封入物であ

って、胃液や胆汁から菌を保護し、腸内へ菌を供給する

。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
凝 固 剤 で 固 め ら れ た 固 体 の 中 に 菌 を 分 散 さ せ た こ と を 特 徴 と す る 耐 化 学 剤 性 を 有 す る 菌 封
入 物 。
【 請 求 項 ２ 】
凝 固 剤 と 培 養 液 と 菌 を 混 合 し 、 凝 固 発 酵 さ せ 、 凝 固 剤 に 菌 を 閉 じ 込 め る こ と を 特 徴 と す る
菌 封 入 物 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
凝 固 剤 溶 液 に 菌 粉 末 ま た は 疎 水 性 物 質 に 菌 粉 末 を 混 ぜ た も の を 分 散 さ せ 、 固 体 に し た こ と
を 特 徴 と す る 菌 封 入 物 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 ２ 記 載 ま た は 請 求 ３ 記 載 の 物 を 乾 燥 ま た は 脱 溶 媒 し た 菌 封 入 物 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 ３ 記 載 の 物 ま た は 請 求 項 ４ 記 載 の 物 に 食 物 の 粉 末 、 ビ タ ミ ン 類 、 ミ ネ ラ ル 類 、 糊 料
、 あ る い は 食 物 抽 出 物 等 の 少 な く と も 一 つ を 混 ぜ 固 め た 物 を 錠 剤 化 し た 菌 封 入 物 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 に 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 健 康 食 品 で あ る ヨ ー グ ル ト 等 の 腸 内 有 用 菌 を 胃 液 、 胆 汁 等 の 酸 ア ル カ リ な ど か
ら 保 護 し て 腸 内 に 供 給 す る こ と で 、 整 腸 作 用 を 強 化 し た 耐 胃 液 性 や 耐 胆 汁 性 等 の 耐 化 学 剤
性 を 有 す る 菌 封 入 物 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 ヨ ー グ ル ト 等 腸 内 有 用 菌 は 食 べ た と き 、 胃 液 、 胆 汁 に よ っ て 死 滅 し 、 腸 内 に 生 き た
ま ま 届 く 腸 内 有 用 菌 は 極 め て わ ず か で あ る と 知 ら れ て い る 。 こ の た め 、 腸 内 有 用 菌 を カ プ
セ ル ま た は マ イ ク ロ カ プ セ ル に 封 入 し た 健 康 食 品 が あ っ た 。 腸 内 有 用 菌 の 餌 と な る オ リ ゴ
糖 を 一 緒 に カ プ セ ル に 封 入 す る 考 え も あ っ た 。 ま た 、 ヨ ー グ ル ト に 少 量 の ゼ ラ チ ン や ペ ク
チ ン や 寒 天 を 添 加 し た ヨ ー グ ル ト 製 品 は あ る が 、 こ れ は 滑 ら か な 舌 触 り や 製 品 の 形 状 を 保
つ た め に 添 加 剤 と し て 使 わ れ て い る 。 ま た 、 菌 の 粉 体 を 圧 力 で 固 め た も の も あ る 。 （ 例 え
ば 特 許 文 献 １ 、 ２ 参 照 ）
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ８ － ２ ４ ２ ７ ６ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】
実 願 平 １ ０ － １ １ ４ ９ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
こ れ に は 次 の よ う な 欠 点 が あ っ た 。
（ イ ） カ プ セ ル や マ イ ク ロ カ プ セ ル に 乾 燥 さ せ た 腸 内 有 用 菌 を 閉 じ 込 め る 方 法 が あ る が 、
工 程 が 複 雑 で 高 価 で あ り 、 噛 む と 被 膜 が 破 れ 、 腸 内 有 用 菌 を 胃 液 か ら 守 る 効 果 が な く な る
。
（ ロ ） 少 量 の ゼ ラ チ ン や 寒 天 で ヨ ー グ ル ト の 凝 固 を 補 助 し た 食 品 は 、 食 す る と 舌 触 り が よ
く 美 味 で あ る 。 し か し 、 ゲ ル の 強 度 が 弱 く 、 水 を 加 え る な り 、 振 動 を 加 え る な り し た だ け
で 、 形 が 崩 れ 、 ま た は ゲ ル が 溶 け 出 し て し ま い 、 腸 内 有 用 菌 を 胃 液 や 胆 汁 か ら 守 る 効 果 は
少 な い 。
（ ハ ） ヨ ー グ ル ト を 寒 天 な ど の 凝 固 剤 と 混 ぜ て 凝 固 さ せ る と 、 ヨ ー グ ル ト と 凝 固 剤 が 一 部
分 離 し 、 均 質 で あ る 製 品 を 製 造 す る こ と は 難 し い 。 こ の 方 法 は 、 た だ 混 ぜ て あ る の み で 、
菌 の 密 度 を 増 す こ と は で き ず 、 ま た 、 ゲ ル の 網 目 構 造 の 細 部 に 菌 を も ぐ り こ ま せ る こ と は
難 し い 。
（ ニ ） カ プ セ ル 封 入 の 方 法 は 、 腸 内 有 用 菌 と オ リ ゴ 糖 だ け な の で 、 腸 内 有 用 菌 の 繁 殖 場 所
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に な る 食 物 繊 維 は 含 ま れ て い な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
図 １ の 構 造 概 念 図 の よ う に 、 菌 を 凝 固 剤 で 固 め ら れ た 凝 固 化 固 形 物 な ど の 固 体 に 分 散 さ せ
、 胃 液 な ど の 酸 、 胆 汁 な ど ア ル カ リ 、 あ る い は 殺 菌 剤 な ど の 化 学 剤 、 ま た は 熱 な ど 外 界 ら
の 刺 激 か ら 菌 を 保 護 す る 構 造 に な っ て い る 。 本 発 明 に 用 い る 菌 は 、 特 に 限 定 さ れ る も の で
は な い が 、 乳 酸 菌 、 ビ フ ィ ズ ス 菌 、 フ ェ ー カ リ ス 菌 、 ア シ ド フ ィ ル ス 菌 、 ま た は 、 ヨ ー グ
ル ト に 使 わ れ る ケ フ ィ ア 菌 、 カ ス ピ 海 ヨ ー グ ル ト 菌 等 な ど で あ る 。 凝 固 化 固 形 物 が ゲ ル で
あ る 場 合 、 ゲ ル で 菌 が 囲 ま れ て お り 、 胃 液 、 胆 汁 に 含 ま れ る 、 酸 、 ア ル カ リ 等 の 濃 度 勾 配
に 従 う 拡 散 速 度 が 減 速 す る 。 そ の た め 、 酸 、 ア ル カ リ 、 ま た は 殺 菌 剤 が 浸 透 す る 浸 透 速 度
が 遅 く な り 、 耐 化 学 剤 性 が 高 ま る 。 耐 化 学 剤 性 と は 、 耐 胃 液 性 す な わ ち 耐 酸 性 、 耐 胆 汁 性
す な わ ち 耐 ア ル カ リ 性 、 耐 殺 菌 剤 な ど で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】 摂 取 す る と き に 、 噛 む こ と で 砕 か れ て も 、 凝 固 化 固 形 物 中 に 菌 が 分 散 し て い
る た め 、 凝 固 化 固 形 物 で 菌 は 常 に 保 護 さ れ て い る 。 一 方 、 図 ２ の よ う に 、 菌 を マ イ ク ロ カ
プ セ ル 等 の 被 膜 で 覆 う 方 法 で あ る と 、 摂 取 時 に 噛 む と 被 膜 が 破 れ 、 耐 化 学 剤 性 を 有 し な く
な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】 製 法 手 段 と し て 、 培 養 液 に 寒 天 等 の 食 べ る こ と が で き る 凝 固 剤 と 菌 を 加 え 、
凝 固 し 発 酵 、 ま た は 発 酵 と 凝 固 を 同 時 に 行 う 。 こ の 凝 固 発 酵 に よ り 、 凝 固 剤 入 り 培 養 液 に
菌 が 分 散 し た 状 態 で 発 酵 し 、 菌 の 数 が 増 え 、 乳 酸 な ど の 有 効 成 分 も 生 産 さ れ 、 ゲ ル の 網 目
構 造 の 隅 々 ま で 、 菌 が 入 り 込 み 均 質 な 製 品 が 簡 便 に 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】 凝 固 剤 で 固 め ら れ た 乳 酸 菌 等 の 菌 類 を 、 乾 燥 ま た は 脱 溶 媒 さ せ 、 水 分 等 を 少
な く す る と 、 常 温 保 存 が で き 、 胃 液 、 胆 汁 が 浸 透 し て い く 浸 透 速 度 が さ ら に 遅 く な り 、 耐
化 学 剤 性 が い っ そ う 高 ま る 。 ま た 、 菌 の 密 度 も 増 や す こ と が で き る 。 凝 固 剤 の 量 が 少 な い
場 合 で も 、 乾 燥 さ せ る こ と で 、 固 体 の 強 度 が 強 く な り 、 耐 化 学 剤 性 が 高 く な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】 凝 固 剤 は 、 寒 天 、 ペ ク チ ン 、 ゼ ラ チ ン 、 蒟 蒻 な ど の マ ン ナ ン 、 ガ ラ ギ ナ ン 、
キ サ ン タ ン ガ ム 、 ア ル ギ ン 酸 、 ロ ー カ ス ト ビ ー ン ガ ム 、 デ ン プ ン 、 フ ノ リ 、 ア ラ ビ ア ゴ ム
等 の ゲ ル 化 剤 ま た は 接 着 剤 を 含 む 。 ま た 凝 固 剤 の 組 み 合 わ せ は 、 腸 内 に 腸 内 有 用 菌 を 生 き
た ま ま 到 達 さ せ る た め に 、 胃 液 や 胆 汁 に 対 し て 耐 化 学 剤 性 を 有 し 、 腸 内 で は 腸 溶 性 を 有 す
る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ０ 】 以 上 の よ う な 構 造 ま た は 製 造 方 法 か ら な る 耐 化 学 剤 性 を 有 す る 菌 封 入 物 お よ
び そ の 製 造 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
【 実 施 例 】 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】 実 施 例 １ 　 図 ３ に も と づ い て 説 明 す る 。
第 １ 工 程 　 水 に 凝 固 剤 兼 食 物 繊 維 で あ る 寒 天 を 混 合 し 、 沸 騰 し て 煮 溶 か し 、 凝 固 剤 溶 液 を
製 造 す る 。 こ の 実 施 例 で は 水 と 寒 天 の 重 量 比 ２ ５ ： １ で 行 い 、 ４ ％ の 凝 固 剤 溶 液 を 作 っ た
。 こ の 工 程 で は 、 凝 固 剤 が 溶 け 出 す 温 度 ま で 温 度 を 上 げ る 必 要 が あ る 。 凝 固 剤 は 、 第 ９ 工
程 で 凝 固 す る 程 度 以 上 の 量 が 必 要 で あ る 。 ゲ ル の 固 さ を 示 す ゼ リ ー 強 度 は 、 自 然 寒 天 で あ
る 角 寒 天 や 糸 寒 天 で ２ ５ ０ ～ ４ ０ ０ ｇ ／ ｃ ｍ ２ 　 で あ る 。 凝 固 剤 の 性 質 に も よ る が 、 寒 天
の 場 合 、 耐 胃 液 性 を も た せ る た め 、 こ の 値 付 近 ま た は そ れ 以 上 が 望 ま し い 。
第 ２ 工 程 　 砂 糖 と て ん さ い 糖 を 混 ぜ て 、 混 合 糖 を 製 造 す る 。 こ の 実 施 例 で は 砂 糖 と て ん さ
い 糖 の 重 量 比 ５ ： １ で 行 っ た 。 こ の 工 程 で 使 わ れ る 糖 分 は 、 甘 味 の 役 割 と 菌 の 培 養 液 の 役
割 を 兼 ね て い る 。
第 ３ 工 程 　 第 １ 工 程 の 凝 固 剤 溶 液 に 第 ２ 工 程 の 混 合 糖 を 混 合 し 、 糖 凝 固 剤 溶 液 を 製 造 す る
。 こ の 実 施 例 で は ２ ０ ％ の 糖 凝 固 剤 溶 液 に な っ た 。
第 ４ 工 程 　 培 養 液 で あ る 牛 乳 を 、 糖 凝 固 剤 溶 液 を 混 ぜ た と き 、 溶 液 が 凝 固 し な い 程 度 の 温
度 ま で 温 め る 。 こ の 実 施 例 で は ５ ０ ℃ で 行 っ た 。
第 ５ 工 程 　 第 ３ 工 程 で 出 来 た 糖 凝 固 剤 溶 液 に 等 重 量 の 第 ４ 工 程 の 培 養 液 を 加 え て 混 ぜ 、 培
養 凝 固 剤 溶 液 を 製 造 す る 。
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第 ６ 工 程 　 培 養 液 で あ る 牛 乳 に 等 重 量 の ヨ ー グ ル ト を 入 れ 撹 拌 し 、 発 酵 に 適 し た 温 度 ま で
温 め 、 種 溶 液 を 製 造 す る 。 種 を 溶 液 に す る こ と で 、 培 養 凝 固 剤 溶 液 に 分 散 し や す く な る 。
菌 の 繁 殖 に は 最 適 温 度 が あ り 、 温 度 を 上 げ す ぎ る と 、 死 滅 し て し ま う 。 ま た 、 種 溶 液 の 温
度 が 低 す ぎ る と 、 培 養 凝 固 剤 溶 液 に 混 ぜ た 場 合 、 撹 拌 の 段 階 で 、 凝 固 し て し ま い 、 培 養 凝
固 剤 溶 液 中 に 菌 を 充 分 に 分 散 す る こ と が で き な く な る 。 こ の 実 施 例 で は ３ ５ ℃ で 行 っ た 。
第 ７ 工 程 　 第 ５ 工 程 の 培 養 凝 固 剤 溶 液 を 凝 固 し な い 程 度 ま で 冷 や す 。 培 養 凝 固 剤 溶 液 が 熱
す ぎ る と 、 種 溶 液 と 混 ぜ た と き に 、 菌 が 死 滅 し て し ま う 。 こ の 実 施 例 で は ５ ０ ℃ で 行 っ た
。
第 ８ 工 程 　 第 ７ 工 程 の 培 養 凝 固 剤 溶 液 と 第 ６ 工 程 の 種 溶 液 を 重 量 比 ３ ： １ で 混 合 し 、 撹 拌
す る こ と で 、 菌 の 種 を 分 散 し 接 種 す る 。 こ の 時 、 好 み に 応 じ 、 香 料 、 エ キ ス や フ ル ー ツ を
加 え て も よ い 。 こ の 実 施 例 で は 、 培 養 凝 固 剤 溶 液 ５ ０ ℃ 、 種 溶 液 ３ ５ ℃ で あ り 、 撹 拌 し た
時 点 で 、 ４ ５ ℃ 付 近 で あ る 。 凝 固 剤 や 菌 の 種 類 に よ り 、 培 養 凝 固 剤 溶 液 が 固 ま ら ず 、 菌 が
死 滅 し に く い 温 度 に な る よ う に 、 培 養 凝 固 剤 溶 液 と 種 溶 液 の 温 度 と 重 量 比 を 決 め る 必 要 が
あ る 。
第 ９ 工 程 　 第 ８ 工 程 の 混 合 液 を 適 温 に し て 凝 固 発 酵 さ せ る 。 こ の 実 施 例 に お い て は ３ ５ ℃
で 行 っ た 。 菌 の 種 類 に よ っ て 、 適 温 で あ る 発 酵 温 度 が 異 な る 。 本 実 施 例 で は 、 ３ ５ ℃ 位 で
は 既 に 混 合 物 は 凝 固 し て お り 、 凝 固 し た 状 態 で 発 酵 が 進 む 。 発 酵 温 度 が 高 く 、 発 酵 時 に 凝
固 し な い 場 合 は 、 一 旦 、 温 度 を 下 げ 、 凝 固 さ せ て か ら 、 発 酵 温 度 を 上 げ る こ と が 好 ま し い
。 ゾ ル － ゲ ル 転 移 は 、 温 度 、 圧 力 、 化 学 物 質 、 光 線 、 電 界 等 で 、 起 こ り 、 ヒ ス テ リ シ ス 現
象 を 伴 う こ と が 多 い 。 例 え ば 、 寒 天 の 場 合 、 濃 度 に も よ る が 、 ８ ０ ℃ 付 近 で ゾ ル 化 し 、 ４
０ ℃ 付 近 で ゲ ル 化 す る 。 そ の た め 、 一 旦 温 度 を 下 げ 、 凝 固 さ せ る と 、 温 度 を 上 げ て も 溶 け
出 さ ず 、 固 体 の 状 態 で 発 酵 で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】 な お 、 第 ８ 工 程 で 腸 内 有 用 菌 が 熱 で 死 滅 し な い よ う 、 直 ち に 第 ９ 工 程 に 移 る
こ と が 望 ま し い 。 し か し 多 少 死 滅 し て も 、 第 ９ 工 程 で 発 酵 さ せ 増 や す こ と が で き る 。 第 ６
工 程 で 種 溶 液 を 製 造 し て い る が 、 粉 末 ま た は 固 形 状 態 の 種 を 直 接 第 ８ 工 程 で 、 菌 の 種 を 入
れ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】 耐 化 学 剤 性 を さ ら に 増 し た い 場 合 、 寒 天 等 の 凝 固 剤 の 割 合 を 増 や す と よ い 。
逆 に 、 凝 固 剤 の 割 合 を 少 な く す る と 、 や わ ら か い 口 当 た り に な る 。 ダ イ エ ッ ト に は 牛 乳 の
代 わ り に ス キ ム ミ ル ク を 使 用 し て も よ い 。 腸 内 有 用 菌 が 繁 殖 し や す く す る た め 、 糖 類 、 ビ
タ ミ ン 、 ミ ネ ラ ル 等 を 培 養 液 に 混 合 し て も よ い 。 凝 固 発 酵 し 終 わ っ た も の を 食 す る と き は
、 （ イ ） そ の ま ま 食 べ る か 、 角 切 り 等 適 度 な 大 き さ に し シ ロ ッ プ 等 を か け て 食 べ る 。 （ ロ
） 粒 状 等 小 片 に し て ド リ ン ク に 混 ぜ て 飲 む 。 ま た は 他 の 食 品 に 混 ぜ て 食 べ る 。 （ ハ ） 乾 燥
さ せ た も の を 、 他 の 食 品 に 混 ぜ て 食 べ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】 以 上 の よ う に 、 培 養 液 に 寒 天 等 の 食 べ る こ と が で き る 耐 胃 液 性 の 凝 固 剤 と 腸
内 有 用 菌 を 加 え 、 凝 固 し 発 酵 、 ま た は 発 酵 と 凝 固 を 同 時 に 行 う と い う 方 法 に よ り 、 凝 固 剤
入 り 培 養 液 に 腸 内 有 用 菌 等 を 均 一 に 分 散 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 製 造 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】 実 施 例 ２ ： 凝 固 剤 の 混 合 タ イ プ 　 実 施 例 １ の 第 １ 工 程 で 複 数 の 凝 固 剤 を 使 用
す る 。 例 え ば 、 凝 固 剤 と し て 寒 天 、 デ ン プ ン を 使 用 し 、 水 、 寒 天 、 デ ン プ ン の 重 量 比 ２ ５
： １ ： ０ ． ５ で 混 合 し 、 沸 騰 し て 煮 溶 か し 、 凝 固 剤 溶 液 を 製 造 す る 。 重 量 比 は デ ン プ ン の
種 類 や 出 来 上 が り の 固 さ に よ り 変 え る と よ い 。 第 ２ 工 程 以 降 は 、 実 施 例 １ と 同 様 で あ る 。
寒 天 、 デ ン プ ン 以 外 に も ペ ク チ ン 、 ゼ ラ チ ン 、 フ ノ リ 、 ア ラ ビ ア ゴ ム な ど の 凝 固 剤 を 複 数
組 み 合 わ せ て も よ い 。 こ の よ う に 、 凝 固 剤 を 混 合 す る こ と で 、 耐 化 学 剤 性 を 調 整 で き 、 腸
液 で 溶 け 出 し や す い 最 適 な 凝 固 剤 の 組 み 合 わ せ を 特 徴 と す る 物 を 提 供 で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】 実 施 例 ３ ： 食 物 繊 維 強 化 タ イ プ 　 実 施 例 １ の 第 １ 工 程 で マ ン ナ ン 、 フ ス マ な
ど の 食 物 繊 維 を 添 加 す る 。 た と え ば 、 水 、 寒 天 、 マ ン ナ ン を 重 量 比 ２ ５ １ ： ０ ． １ で 混 合
し 、 沸 騰 し て 煮 溶 か し 、 凝 固 剤 溶 液 を 製 造 す る 。 第 ２ 工 程 以 降 は 、 実 施 例 １ と 同 様 で あ る
。 す な わ ち 、 マ ン ナ ン 、 フ ス マ な ど の 食 物 繊 維 を 強 化 す る こ と で 、 腸 内 有 用 菌 が 腸 内 で 増
殖 し や す い 環 境 を 供 給 す る こ と を 特 徴 と す る 物 を 提 供 で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】 実 施 例 ４ ： ミ ネ ラ ル ・ ビ タ ミ ン ・ 食 物 抽 出 エ キ ス 強 化 タ イ プ 　 実 施 例 １ か ら
実 施 例 ３ で 凝 固 さ せ る 前 の 工 程 で カ ル シ ウ ム 、 マ グ ネ シ ウ ム 、 鉄 等 の ミ ネ ラ ル 類 、 各 種 ビ
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タ ミ ン 、 ま た は 食 物 の 抽 出 物 あ る い は 食 物 を 加 え る 。 食 物 は ハ ー ブ や ス パ イ ス で も よ く 、
発 酵 さ せ た も の で も よ い 。 マ グ ネ シ ウ ム な ど の 場 合 下 剤 機 能 が あ り 、 ハ ー ブ に は 薬 効 等 の
機 能 が あ る 。 す な わ ち 、 ミ ネ ラ ル 、 ビ タ ミ ン 、 ま た は 食 物 抽 出 エ キ ス の 少 な く と も １ つ を
強 化 す る こ と で 、 人 、 動 物 等 の 生 体 に 栄 養 素 、 機 能 を 同 時 に 供 給 で き る こ と を 特 徴 と し た
も の を 提 供 で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】 実 施 例 ５ ： 菌 の 混 合 タ イ プ 　 腸 内 で は 様 々 な 菌 が 共 存 し て い る 。 そ こ で 、 実
施 例 １ か ら 実 施 例 ４ に お い て 、 複 数 の 菌 を 種 と し て 用 い て も よ い 。 す な わ ち 、 複 数 の 菌 を
組 み 合 わ せ る こ と で 、 各 個 人 の 腸 内 で 定 着 し や す い 菌 の 組 み 合 わ せ を 作 る こ と を 特 徴 と す
る 物 を 提 供 で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】 実 施 例 ６ ： 嫌 気 菌 タ イ プ 　 実 施 例 １ か ら 実 施 例 ４ に お い て 、 嫌 気 菌 を 種 と し
た 場 合 、 嫌 気 菌 が 発 酵 で き る よ う に 、 炭 酸 ガ ス 、 窒 素 ガ ス 等 封 入 状 態 で 工 程 を 処 理 す る か
、 ビ タ ミ ン Ｃ 等 の 還 元 剤 や 酸 素 吸 収 剤 を 入 れ る か 、 発 酵 の 工 程 で 容 器 の 内 側 に ビ ニ ー ル 等
で 中 蓋 を し て 、 空 気 を 閉 め 出 す か 、 ま た は 密 閉 で き る 容 器 に 流 し 込 み 、 凝 固 発 酵 か 、 凝 固
し た も の を 取 り 出 し 、 密 閉 で き る 容 器 に 移 し 発 酵 し 、 嫌 気 菌 で あ る ビ フ ィ ズ ス 菌 等 を 増 殖
す る 。 腸 内 は 嫌 気 菌 が 主 に 繁 殖 す る 。 す な わ ち 、 嫌 気 菌 を 増 殖 さ せ る こ と を 特 徴 と し た 方
法 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】 実 施 例 ７ ： 嫌 気 菌 と 好 気 菌 共 存 タ イ プ 　 実 施 例 １ か ら 実 施 例 ４ に お い て 、 嫌
気 菌 と 好 気 菌 を 混 合 し た 種 を 用 い る 。 凝 固 発 酵 す る 際 、 外 か ら 酸 素 が 入 り 込 ま な い よ う 、
密 封 し た 容 器 で 培 養 す る 。 初 め 好 気 菌 が 増 殖 し 酸 素 が 消 費 さ れ た 後 、 嫌 気 菌 が 増 殖 す る 。
す な わ ち 、 好 気 菌 と 嫌 気 菌 を 共 存 増 殖 さ せ る こ と を 特 徴 と し た 方 法 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】 実 施 例 ８ ： 直 接 分 散 凝 固 法 　 菌 の 粉 末 ま た は 疎 水 性 を 有 す る 油 な ど に 菌 の 粉
末 を 混 ぜ た も の を 直 接 、 凝 固 剤 に 混 ぜ 分 散 さ せ 、 凝 固 さ せ る 方 法 。 大 豆 油 、 オ リ ー ブ 油 、
ゴ マ 油 、 胚 芽 油 、 ヤ シ 油 、 菜 種 油 、 グ レ ー プ シ ー ド 油 等 の 疎 水 性 の 物 質 に 菌 を 混 ぜ た 物 を
、 凝 固 剤 溶 液 に 分 散 さ せ 凝 固 さ せ る と 、 耐 化 学 剤 性 が 高 ま る 。 実 施 例 １ や 実 施 例 ２ な ど の
第 １ 工 程 で 、 凝 固 剤 溶 液 を 作 っ た 後 、 凝 固 点 に 達 し な い 温 度 ま で 下 げ る 。 寒 天 な ら ば 、 ４
０ ℃ 位 ま で 下 げ る 。 菌 の 粉 末 ま た は 疎 水 性 を 有 す る 油 な ど に 菌 の 粉 を 混 ぜ た も の を 凝 固 剤
溶 液 に 加 え 撹 拌 し 、 分 散 さ せ て 凝 固 さ せ る 。 ま た は 、 実 施 例 １ の 第 ８ 工 程 で 種 溶 液 の 代 わ
り に 、 菌 の 粉 末 を 入 れ る か 、 ま た は 疎 水 性 を 有 す る 油 な ど に 菌 の 粉 を 混 ぜ た も の を 入 れ る
。 こ れ は 、 腸 内 に 菌 が 増 殖 す る 栄 養 を 同 時 に 加 え る 効 果 に な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】 嫌 気 菌 の 場 合 、 炭 酸 ガ ス 封 入 で 行 う か 、 ビ タ ミ ン Ｃ 等 の 還 元 剤 を 加 え る と よ
い 。 凝 固 溶 液 に 、 食 物 繊 維 、 ミ ネ ラ ル 、 ビ タ ミ ン 、 ま た は 食 物 の 抽 出 エ キ ス の 少 な く と も
１ つ を 混 ぜ て も よ い 。 凝 固 剤 の 溶 媒 は 、 水 以 外 の 物 質 で も よ い 。 菌 の 粉 末 を 溶 媒 に 混 ぜ 、
凝 固 剤 溶 液 に 加 え て も よ い 。 す な わ ち 、 凝 固 剤 溶 液 、 ま た は 凝 固 剤 溶 液 に 培 養 液 、 食 物 繊
維 、 ミ ネ ラ ル 、 ビ タ ミ ン 、 食 物 抽 出 エ キ ス の 少 な く と も １ つ を 混 ぜ た 物 に 菌 粉 末 ま た は 疎
水 性 物 質 に 菌 の 粉 末 を 混 ぜ た も の を 分 散 さ せ 、 固 体 に す る こ と を 特 徴 と す る 菌 封 入 物 の 製
造 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】 実 施 例 ９ ： 強 度 強 化 タ イ プ 　 カ ル シ ウ ム イ オ ン 、 マ グ ネ シ ウ ム イ オ ン 、 カ リ
ウ ム イ オ ン 、 高 分 子 の 荷 電 物 質 等 の あ る 種 の 化 学 物 質 で 、 凝 固 を 促 進 し 、 ま た は 架 橋 構 造
な ど で 固 体 の 強 度 を 強 化 し 、 水 素 イ オ ン 、 水 酸 化 物 イ オ ン な ど の 浸 透 速 度 を 減 速 し て も よ
い 。 実 施 例 １ か ら 実 施 例 ８ の 凝 固 の 工 程 で 加 え て も よ い 、 ま た は 凝 固 の 後 で 浸 し て も よ い
。 こ の よ う に 本 実 施 例 に よ り 、 実 施 例 １ か ら 実 施 例 ８ な ど に お い て 、 化 学 物 質 で 凝 固 を 促
進 、 ま た は 固 体 の 強 度 を 強 化 し た 菌 封 入 物 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】 実 施 例 １ ０ ： 乾 燥 タ イ プ 　 乾 燥 す る こ と で 、 菌 が 眠 っ た 状 態 に な り 、 常 温 保
存 が で き る 。 菌 の 密 度 も 高 く な る 。 凝 固 剤 で 固 め ら れ た 固 体 の 強 度 が 強 く な り 、 酸 、 ア ル
カ リ 、 殺 菌 剤 等 の 化 学 剤 が 浸 透 し て い く 浸 透 速 度 が い っ そ う 遅 く な り 、 耐 酸 性 、 耐 ア ル カ
リ 性 等 の 耐 化 学 剤 性 が 高 ま る 。 凝 固 剤 が 少 な い 場 合 で も 、 濃 縮 さ れ る こ と で 、 耐 化 学 剤 等
が 高 ま る 。 実 施 例 １ か ら 実 施 例 ９ で 凝 固 発 酵 ま た は 凝 固 し て 得 ら れ た も の を 適 度 な 大 き さ
に カ ッ ト し 、 乾 燥 さ せ る 。 ま た は 、 実 施 例 １ か ら 実 施 例 ９ で 凝 固 発 酵 ま た は 凝 固 し て 得 ら
れ た も の を 乾 燥 し て か ら 適 度 の 大 き さ に カ ッ ト し て も よ い 。 乾 燥 方 法 は 、 日 陰 干 し 、 冷 風
乾 燥 、 温 風 乾 燥 、 常 温 減 圧 乾 燥 、 低 温 減 圧 乾 燥 ま た は フ リ ー ズ ド ラ イ 等 の 処 理 で も よ い 。
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遠 心 力 、 圧 搾 等 を 利 用 し て 、 溶 媒 を 搾 り 出 し て も よ い し 、 搾 り 出 し て か ら 、 上 記 の 乾 燥 方
法 を 用 い て も よ い 。 溶 媒 を 搾 り 出 す こ と で 、 早 く 乾 燥 で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】 実 施 例 １ で 得 ら れ た も の を 、 適 度 な 大 き さ に ス ラ イ ス し 、 日 陰 干 し 、 ゴ ム 状
の 物 体 が 得 ら れ た 。 厚 さ １ ． ５ ｍ ｍ 位 で 約 １ ５ ｍ ｍ 角 の も の を ２ 倍 に 薄 め た 家 庭 用 塩 素 系
漂 白 剤 （ カ ネ ヨ キ ッ チ ン ブ リ ー チ ） に １ 時 間 浸 し た 。 そ の 後 、 水 洗 い し 、 １ 時 間 水 に 浸 し
た も の を 、 熱 湯 消 毒 し た ビ ン に 牛 乳 と と も に 入 れ 、 密 閉 し 、 ４ ８ 時 間 室 温 で 放 置 し た ら 、
発 酵 し た 。 同 様 に 牛 乳 の み の 場 合 の 比 較 実 験 を 行 っ た が 発 酵 し な か っ た 。
【 ０ ０ ２ ７ 】 乾 燥 さ せ た 物 を 粒 状 に し て 摂 取 し て も よ い 。 サ イ ズ は 、 耐 化 学 剤 性 が 保 て る
程 度 の 大 き さ か ら 、 飲 み 込 め る 程 度 の 大 き さ で あ る 。 例 え ば 、 最 少 の サ イ ズ は 、 マ イ ク ロ
カ プ セ ル タ イ プ の 被 膜 の 厚 さ 程 度 あ れ ば 、 十 分 で あ る 。 形 は 、 立 方 体 、 球 体 、 紡 錘 形 、 円
盤 形 、 三 角 形 、 六 角 形 等 の 錠 剤 に し て も よ い 。 飲 み 込 み や す く す る た め の 工 夫 も 必 要 で 、
表 面 に 糖 衣 を 施 す 、 油 を 塗 る な ど 、 コ ー テ ィ ン グ し て も よ い 。 こ の よ う に 本 実 施 例 に よ れ
ば 、 凝 固 剤 溶 液 で 固 め ら れ た 菌 封 入 物 を 乾 燥 ま た は 脱 溶 媒 し た 菌 封 入 物 を 特 徴 と す る 物 を
提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】 実 施 例 １ １ ： 油 吸 着 タ イ プ 　 実 施 例 １ ０ で 得 ら れ た 乾 燥 さ せ た も の を 、 食 用
油 に 漬 け る 。 こ れ に よ り 、 耐 水 性 が 高 ま り 、 耐 化 学 剤 性 も 高 ま る 。 油 と し て は 、 大 豆 油 、
オ リ ー ブ 油 、 ゴ マ 油 、 胚 芽 油 、 ヤ シ 油 、 菜 種 油 、 グ レ ー プ シ ー ド 油 等 で あ る 。 な お 、 油 に
漬 け る と き に 、 油 が 浸 透 し や す い よ う に 、 油 の 温 度 を ３ ５ ℃ ～ ５ ０ ℃ ぐ ら い に し て も よ い
。 こ の よ う に 本 実 施 例 に よ り 、 実 施 例 １ ０ で 得 ら れ た 乾 燥 さ せ た 菌 封 入 物 を 食 用 油 に 漬 け
、 耐 水 性 を 高 め る こ と を 特 徴 と し た 菌 封 入 物 を 提 供 す る こ と が で き る
【 ０ ０ ２ ９ 】 実 施 例 １ ２ ： 錠 剤 タ イ プ 　 錠 剤 タ イ プ に す る と 摂 取 し や す く な る 。 ま た 、 錠
剤 化 す る と き に 、 様 々 な 栄 養 物 と 一 緒 に 固 め る こ と が で き 、 同 時 に 有 効 に 摂 取 で き る 。 実
施 形 態 と し て 、 実 施 例 １ ０ の 乾 燥 タ イ プ や 実 施 例 １ １ の 油 吸 着 タ イ プ を そ の ま ま 錠 剤 化 す
る か 、 大 豆 、 麦 類 、 ト ウ モ ロ コ シ 、 米 、 フ ス マ 等 の 胚 芽 、 コ コ ア 、 野 菜 、 ジ ャ ガ イ モ 、 オ
リ ゴ 糖 　 花 粉 、 コ ン ニ ャ ク 、 果 実 の 粉 等 の 食 用 性 粉 末 と 各 種 ビ タ ミ ン 、 ミ ネ ラ ル 、 糊 料 を
一 緒 に 固 め 、 錠 剤 化 し て も よ い 。 立 方 体 、 球 体 、 紡 錘 形 、 円 盤 形 、 三 角 形 、 六 角 形 等 の 形
の 錠 剤 に し て も よ い 。 飲 み 込 み や す く す る た め 、 ま た は 、 さ ら に 耐 化 学 剤 性 を 増 す た め に
、 表 面 に 糖 衣 を 施 す な ど 、 コ ー テ ィ ン グ し て も よ い 。 こ の よ う に 本 実 施 例 に よ り 、 実 施 例
１ ０ の 乾 燥 タ イ プ ま た は 実 施 例 １ １ の 油 吸 着 タ イ プ を そ の ま ま 、 ま た は そ れ ら に 食 物 の 粉
末 、 ビ タ ミ ン 類 、 ミ ネ ラ ル 類 、 糊 料 、 あ る い は 食 物 抽 出 物 等 を 少 な く と も 一 つ を 混 ぜ 固 め
、 錠 剤 化 し た こ と を 特 徴 と す る 菌 封 入 物 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】 実 施 例 １ ３ ： 濃 縮 、 脱 溶 媒 タ イ プ 　 実 施 例 １ か ら 実 施 例 ９ で 得 ら れ た も の を
、 遠 心 力 や 圧 力 で 、 水 分 ま た は 水 以 外 の 溶 媒 を 脱 溶 媒 す る と 、 腸 内 有 用 菌 の 濃 度 が 増 す 。
ま た 強 度 を 増 す こ と も で き る 。 ゲ ル の 場 合 、 急 に 力 を 加 え る と 崩 れ 場 合 も あ る の で 、 形 が
崩 れ な い よ う 、 力 の 調 節 が 必 要 に な る 。 実 施 例 ９ に お い て 、 ま ず 、 脱 溶 媒 し た も の を 乾 燥
さ せ て も よ い 。 脱 溶 媒 は 脱 水 を 含 む 。 す な わ ち 、 凝 固 剤 溶 液 で 固 め ら れ た 菌 封 入 物 を 濃 縮
、 脱 溶 媒 す る こ と を 特 徴 と す る 菌 封 入 物 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】 実 施 例 １ ４ ： 粉 末 タ イ プ 　 実 施 例 １ ０ に お い て 得 ら れ た 乾 燥 さ せ た も の を 、
粉 末 あ る い は 顆 粒 状 に す る 。 そ の ま ま 、 用 い て も よ い し 、 粉 を 他 の 食 品 に 混 ぜ た り し て 固
形 化 す る 。 粉 末 あ る い は 顆 粒 状 に す る こ と で 他 の も の と 混 ぜ や す く な る 。 す な わ ち 、 凝 固
剤 溶 液 で 固 め ら れ た 菌 封 入 物 を 粉 末 あ る い は 顆 粒 状 に す る こ と を 特 徴 と し た 物 を 提 供 す る
。
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 発 明 の 効 果 】
菌 を 凝 固 剤 で 固 め た 固 形 物 に 分 散 さ せ 、 胃 液 や 胆 汁 な ど の 酸 ア ル カ リ 、 ま た は 熱 な ど 外 界
の 刺 激 か ら 菌 を 保 護 す る 構 造 に よ り 、 多 く の 有 用 菌 を 生 き た ま ま 腸 内 に 大 量 に 運 ぶ こ と が
で き る 。 噛 む こ と に よ っ て も 、 そ の 機 能 は 保 た れ る 。 凝 固 発 酵 ま た は 、 凝 固 剤 で 菌 を 固 め
る 製 造 方 法 は 、 簡 便 で あ り 、 安 価 で 有 効 性 の 高 い 製 品 を 提 供 で き る 。 さ ら に 食 物 繊 維 を 混
入 す る こ と で 、 腸 内 有 用 菌 が 腸 内 で 繁 殖 、 定 着 し や す い 環 境 も 提 供 で き 、 食 物 繊 維 に よ る
腸 内 浄 化 作 用 、 ダ イ エ ッ ト 効 果 も 期 待 で き る 。 乾 燥 さ せ た 菌 封 入 物 は 常 温 保 存 が で き 、 乾

10

20

30

40

50

(6) JP 2004-173675 A 2004.6.24



燥 さ せ な い 菌 封 入 物 よ り さ ら に 耐 化 学 剤 性 が 高 ま り 、 整 腸 作 用 が ア ッ プ す る 。 ま た 錠 剤 化
す る こ と で 携 帯 可 能 な サ プ リ メ ン ト に な る 。 こ れ ら の 製 品 は 、 人 間 以 外 の 動 物 に も 使 用 で
き 、 ペ ッ ト フ ー ド に も 利 用 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 構 造 概 念 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 従 来 型 の 構 造 概 念 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 工 程 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 菌
２ 　 凝 固 化 固 形 物
３ 　 被 膜
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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